
神
戸
市
で
第
十
九
回
通
常
総
会
を
開
催

第
十
九
回
の
通
常
総
会
が
五
月

十
七
日
、
神
戸
市
の
「
神
戸
ポ
ー
ト

ピ
ア
ホ
テ
ル
」
で
開
か
れ
、
平
成

十
八
年
度
事
業
計
画
な
ど
が
満
場

の
拍
手
で
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

総
会
で
は
任
期
満
了
（
任
期
は
二

年
）
に
伴
う
役
員
改
選
も
行
わ
れ
、

理
事
長
に
安
田
松
慶
氏
を
再
選
し

た
。
安
田
氏
の
理
事
長
就
任
は
四

期
目
で
あ
る
。
副
理
事
長
に
は
小

堀
賢
一
、
井
上
芳
徳
、
中
堂
薗
福

丸
の
三
氏
が
再
選
さ
れ
た
。
全
宗

協
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
で
も
あ
る
専

務
理
事
に
は
西
春
貞
男
氏
が
再
任

さ
れ
た
。

昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
に

発
足
し
た
全
宗
協
は
、
来
年
、
創

立
二
十
周
年
を
迎
え
る
。
大
き
な

節
目
の
年
と
な
る
わ
け
だ
が
、
全

宗
協
は
こ
れ
か
ら
の
二
年
間
、
安

田
理
事
長
を
ト
ッ
プ
と
す
る
執
行

部
体
制
で
「
時
代
」
と
向
き
合
う

こ
と
と
な
る
。

神
戸
市
で
の
通
常
総
会
開
催
は

初
め
て
で
あ
る
。
昨
年
の
Ｊ
Ｒ
福

知
山
線
の
電
車
脱
線
事
故
で
阪
奈

2 面 理事長に再選されて

3 面 ひろば

4･5面 海外研修の旅を終えて

6 面 そよ風、事務局から

7 面 わが社のイチオシ

8 面 頑張ってます

紙面から

全宗協創立20年を記念して新「組合員之章」
の楯を製作

秋の全国研修会は10月17
日～18日、京都の「京都ガ
ーデンパレス」で開かれる。
研修会のテーマは「人材育
成」で、全国中央会補助事
業として実施される予定と
なっている。「企業活性化と
女性・青年の役割」、「私の
千日回峰行」の講演などが
計画されている。
来年の第20回通常総会は、北越地区で行われる。

全宗協が発足して来年は20周年を迎える。大きな節
目の中での通常総会となる。
この20周年を記念する事業の一つとして、全宗協

では写真のような「組合員之章」の文字の入った新
しい楯を作製する。
銅製で縦40㎝、横30㎝の大きさ。年内にも全組合

員に届くよう製作を急いでいる。無料配布です。

来年の第20回通常総会は北越地区で

.新しい全宗協の
「組合員之章」

盛
り
上
が
っ
た
第
19
回
通
常
総
会

役
員
改
選
で
理
事
長
に
安
田
松
慶
氏
を
再
選

副
理
事
長
に
は
小
堀
賢
一
・
井
上
芳
徳
・
中
堂
薗
福
丸
の
三
氏

兵
和
地
区
協
議
会
長
だ
っ
た
武
部

譲
治
氏
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
で
、

一
時
、
神
戸
で
の
開
催
は
危
ぶ
ま

れ
た
が
、「
武
部
氏
の
遺
志
を
大
事

に
し
た
い
」
と
い
う
地
区
協
議
会

の
人
た
ち
の
熱
意
で
神
戸
開
催
が

決
定
し
た
。

通
常
総
会
に
は
全
国
か
ら
二
百

八
十
七
名
（
本
人
出
席
百
六
名
、
委

任
状
出
席
百
八
十
一
名
）
が
出
席
、

盛
り
上
が
っ
た
総
会
と
な
っ
た
。

平
成
十
七
年
度
事
業
報
告
な
ど
の

あ
と
、
平
成
十
八
年
度
事
業
計
画

（
案
）
が
議
題
に
付
さ
れ
、
満
場
の

拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

続
い
て
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

改
選
に
移
り
、
ま
ず
四
十
八
名
の
理

事
と
三
名
の
監
事
が
選
出
さ
れ
た
。

直
ち
に
こ
の
理
事
ら
に
よ
る
第
一

回
理
事
会
が
開
か
れ
、
理
事
長
、

副
理
事
長
な
ど
が
選
任
さ
れ
た
。
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通
常
総
会
に
先
立
ち
役
員
会
の

ほ
か
に
、
製
造
業
部
会
、
卸
売
業

部
会
、
小
売
業
部
会
の
三
つ
の
分

科
会
も
開
か
れ
、
活
発
な
意
見
が

交
わ
さ
れ
た
。

総
会
後
に
は
講
演
会
と
懇
親
会

が
あ
り
、
情
報
交
換
が
続
い
た
。

講
演
会
で
は
〝
ぽ
っ
く
り
寺
〞
の

名
で
知
ら
れ
る
奈
良
・
吉
田
寺
の

山
中
眞
悦
住
職
が
「
お
釈
迦
さ
ま

の
生
涯
」
と
題
し
て
話
し
た
。●

通
常
総
会
の
役
員
改
選
で
決
ま
っ
た
役
員
は

以
下
の
通
り
。

〔
代
表
理
事（
理
事
長
）〕
安
田
松
慶

〔
副
理
事
長
〕
井
上
芳
徳
・
小
堀
賢
一
・
中
堂
薗

福
丸

〔
専
務
理
事
〕
西
春
貞
男

〔
常
任
理
事
〕
保
志
正
之
・
内
田
長
祐
・
笠
原
他

喜
雄
・
菱
田
孝
行
・
橋
本
晃
一
・
片
川
昭
夫
・

濱
田
博
邦
・
高
山
正
・
藤
本
晃
史
・
塚
本
弘
喜

〔
理
事
〕
奥
山
英
俊
・
浅
野
敏
夫
・
小
野
隆
市
・

青
山
武
史
・
滝
田
雅
俊
・
坂
田
晴
義
・
辻
　
幸

明
・
前
田
平
成
・
廣
川
勝
彦
・
木
本
隆
久
・
池

田
典
明
・
杉
田
龍
雄
・
濱
島
賢
祐
・
小
長
井
由

朗
・
三
枝
紀
元
・
澤
　
忠
知
・
長
坂
忠
明
・
伊

藤
博
昭
・
神
戸
良
司
・
岸
本
光
史
・
佐
倉
弘
・

山
中
誠
人
・
頓
名
公
三
郎
・
中
田
信
浩
・
今
浦

公
博
・
田
戸
孝
雄
・
三
村
博
昭
・
上
林
良
得
・

今
山
秀
人
・
森
　
正
・
井
ノ
口
敬
三
・
白
川
十

郎
・
吉
川
礼
蔵

〔
監
事
〕
山
田
宗
宏
・
福
井
明
夫
・
本
俣
　
実

全
宗
協
は
昭

和
六
十
二
年（
一

九
八
七
）に
創
立

総
会
を
開
き
ま

し
た
。
来
年
は

創
立
二
十
年
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
大
き
な
節
目
の
年
と
な
る
わ
け
で
す
が
、

全
宗
協
で
は
創
立
二
十
年
を
記
念
し
て
「
組

合
員
之
章
」
の
楯
の
作
製
に
取
り
か
か
っ
て

お
り
、
年
内
に
も
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
お
届

け
で
き
る
予
定
で
す
。
組
合
員
の
皆
さ
ん
に

大
い
に
期
待
さ
れ
る
ス
テ
ー
タ
ス
の
あ
る
全

宗
協
を
目
指
し
て
、
一
層
の
努
力
を
傾
注
し

て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
従
来
に
ま
し

て
の
ご
支
援
を
切
に
お
願
い
す
る
次
第
で

す
。

全
宗
協
組
合
員
数
は
、
こ
の
一
年
間

に
四
十
六
人
の
方
々
に
加
入
い
た
だ
い
た
こ

と
で
、
創
立
当
初
の
三
百
七
十
七
人
に
戻
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
増
強
の
背
景
と
し
て
は
、

仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
制
度
が
ス
タ
ー
ト

し
た
こ
と
が
一
番
の
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
そ
れ
に
も
ま
し
て
、
業
界
の
方
々

の
「
新
し
い
情
報
を
知
り
た
い
」
と
い
う
強

い
願
い
、
加
え
て
業
界
の
先
行
き
へ
の
危
機

感
の
よ
う
な
も
の
を
肌
で
感
じ
て
い
る
方
が

多
い
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
全
宗
協

活
動
へ
の
期
待
と
な
っ
て
表
れ
て
き
て
い
る

の
だ
ろ
う
と
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

少
子
化
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
そ

う
し
た
中
で
、
結
婚
し
な
い
若
者
が
増
え
て

き
て
い
る
こ
と
も
業
界
の
将
来
に
と
っ
て
は

看
過
で
き
な
い
事
柄
で
す
。
未
婚
率
の
増
加

は
寺
院
の
檀
家
制
度
を
揺
る
が
し
か
ね
ず
、

ひ
い
て
は
仏
教
の
根
本
で
あ
る
祖
先
供
養
に

も
影
響
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
仏
壇
の
形
式
も
従
来
の
祖
先
を
敬
う

形
の
も
の
か
ら
、
個
人
個
人
の
生
活
ス
タ
イ

ル
に
合
わ
せ
た
形
の
も
の
へ
と
、
私
た
ち
の

業
界
に
と
っ
て
は
非
常
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
流

れ
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
そ
う
し
た
現
実
を
現
実
と
し
て

捉
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と
は
思
い
ま
す

が
、
同
時
に
、
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
全
宗
協

と
し
て
〝
巻
き
返
し
〞
に
努
力
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
お
彼
岸
や
お
盆
と

い
っ
た
国
民
的
な
仏
教
行
事
を
広
く
深
く
浸

透
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
今
、
忘
れ
ら
れ
が
ち

な
そ
う
し
た
行
事
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
啓
蒙

を
推
し
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
私
た
ち
業
界
だ
け
で
は
力
が
及
び

ま
せ
ん
。
や
は
り
仏
教
界
な
ど
と
の
連
携
が

ど
う
し
て
も
必
要
で
す
。
全
日
本
仏
教
会
と

い
う
組
織
が
あ
り
ま
す
が
、
全
日
本
仏
教
会

に
墓
石
業
界
、
葬
儀
業
界
と
と
も
に
何
ら
か

の
形
で
参
画
し
、
意
見
交
換
等
を
し
て
一
つ

の
大
き
な
力
に
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

二
宮
尊
徳
翁
は
「
遠
き
を
は
か
る
者
は
富

み
、
近
き
を
は
か
る
者
は
貧
す
」
と
い
う
言

葉
を
残
し
ま
し
た
。
お
店
の
経
営
に
と
っ
て
、

目
の
前
の
利
益
を
あ
げ
る
こ
と
は
極
め
て
大

事
な
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
論
を
待
た
な
い
と

こ
ろ
で
す
が
、
将
来
を
見
据
え
る
視
点
を
持

つ
こ
と
も
大
切
で
す
。
そ
の
理
念
を
持
っ
て

業
界
発
展
と
私
た
ち
の
後
に
続
く
若
い
人
た

ち
の
た
め
に
頑
張
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

第
十
九
回
通
常
総
会
に
先
立
ち
「
製
造

業
」「
卸
売
業
」「
小
売
業
」
の
三
つ
の
分

科
会
が
開
か
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
。
主
な
意
見
は
次
の
通
り
で
、
今

後
理
事
会
に
諮
り
、
採
り
上
げ
ら
れ
る
も

の
は
事
業
化
に
務
め
ま
す
。

〔
製
造
業
部
会
〕

十
七
人
が
参
加
し
た
。「
原
材
料
が
高
騰

し
て
い
る
中
、
海
外
品
の
増
加
に
よ
る
価

格
低
下
が
続
い
て
い
る
。
国
産
品
と
の
差

別
化
が
必
要
で
あ
る
」
と
い
う
意
見
や
、

「
国
内
組
み
立
て
が
増
え
、
従
来
の
国
産
基

準
が
合
わ
な
く
な
っ
て
い
る
。
地
域
ブ
ラ

ン
ド
化
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
」
と
の
声

も
出
さ
れ
た
。
ま
た
「
近
年
、
仏
事
・
祭
り

ご
と
に
よ
る
売
上
げ
が
伸
び
な
い
。
お
盆

や
彼
岸
の
Ｐ
Ｒ
を
も
っ
と
す
べ
き
だ
」
と
い

う
提
案
も
出
さ
れ
た
。

〔
卸
売
業
部
会
〕

二
十
一
人
が
参
加
し
た
。「
海
外
品
の
増

加
や
小
型
・
多
様
化
（
家
具
類
）
の
ト
レ
ン

ド
は
も
う
止
め
ら
れ
な
い
。
高
級
品
が
売

れ
な
い
。
産
地
表
示
や
品
質
表
示
を
徹
底

し
、
差
別
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
」「
葬
式

産
業
か
ら
生
前
産
業
（
生
前
仏
壇
）
へ
脱
皮

す
べ
き
だ
」と
い
っ
た
意
見
、
さ
ら
に
は
「
従

業
者
の
知
識
不
足
が
目
立
つ
。
情
報
共
有

の
ソ
ー
ス
や
勉
強
の
場
が
欲
し
い
」
と
い
う

声
が
出
さ
れ
た
。

〔
小
売
業
部
会
〕

四
十
一
人
と
い
う
大
勢
の
人
た
ち
が
参

加
し
た
。「
海
外
品
の
品
質
向
上
が
み
ら
れ

ず
、業
界
の
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
に
つ
な
が
る
。

産
地
表
示
や
品
質
表
示
の
徹
底
が
望
ま
れ

る
」「
諸
材
料
費
の
値
上
が
り
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
値
引
き
競
争
が
ひ
ど
い
。
公
正
競
争

に
戻
す
べ
き
だ
」
と
い
う
意
見
の
ほ
か
、
提

案
も
多
く
出
た
。「
古
仏
壇
・
仏
具
の
処
分

に
困
っ
て
い
る
。
組
合
で
サ
イ
ズ
別
の
処

分
料
金
を
定
め
、
全
国
に
公
表
す
べ
き
で

あ
る
」「
仏
壇
の
日
と
か
花
祭
り
の
話
題
づ

く
り
を
し
、
全
宗
協
か
ら
発
信
す
べ
き
で

あ
る
。
仏
教
会
と
の
交
流
お
よ
び
イ
ベ
ン

ト
共
催
を
考
え
て
も
よ
い
」

分科会

「
遠
き
を
は
か
る
者
は
富
み
近
き
を
は
か
る
者
は
貧
す
」
安
田
松
慶

理事長に再選された
安田松慶氏

理
事
長
に
再
選
さ
れ
て

小堀賢一氏 井上芳徳氏 中堂薗福丸氏 専務理事に選出さ
れた西春貞男氏

「お釈迦さまの生涯」
を話す山中眞悦住職

副理事長に選任された3氏

轟木一博 ㈱とどろき
鹿児島県川辺郡川辺町平山

大西正也 ㈱彩石
東京都港区南青山2‐26‐34

久保仁人 ㈲お仏壇の久保仁
鹿児島市中町8‐9

田中嘉男 ㈲田中仏光堂
愛媛県今治市室屋町3‐1‐22

新規加入の組合員の皆さん
（敬称略）



今年の仏事コーディネーター試験は11月15日（水）に行

われます。

その受験受け付けが通常総会の日から行われています。

申込みの締め切りは８月31日ですが、受験希望者の出足

は順調で、現在の状況だと受験者は200人前後になりそ

うと予想されています。

仏事コーディネーター資格制度は一昨年スタートしま

した。今年の試験は３回目にあたります。

今回も東京と大阪の２会場で行われます。昨年と同様

に受験に先立って講習があります。講習は「仏教の基礎

知識」「仏事（慶弔）に関する知識」「仏壇仏具の製品知識」

「仏壇仏具の販売知識」「仏事コーディネーターの使命と

心がまえ」の５つです。

試験は、この５つの講習のうち、「使命と心がまえ」以

外の4項目と○×式・選択式の併用で出題されます。合否

の判定は講習出席の有無が重要なポイントになりますの

で、ご注意ください。

受験申請書類と資料請求は、仏事コーディネーター資

格審査協会（電話･FAX 03‐3665‐1610）で受け付けてい

ます。（仏事コーディネーター資格審査協会から）
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先
日
、
こ
の
『
ひ
ろ
ば
』
の
原
稿
依
頼
を
事
務

局
よ
り
い
た
だ
い
た
時
、
是
非
語
っ
て
お
き
た
い

と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
私
の

地
元
富
山
で
毎
日
出
版
さ
れ
、
郷
土
富
山
を
い
ろ

ん
な
角
度
か
ら
分
析
紹
介
す
る
ミ
ニ
コ
ミ
誌
が
あ

っ
て
、
そ
の
中
で
「
富
山
の
仏
壇
」
が
特
集

さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
雑
誌

に
少
々
原
稿
を
書
い
た
の
で
あ
る
。
以

下
、
書
き
始
め
の
部
分
の
み
を
紹
介
し

て
み
ま
す
と
―
―
。

※
　
　
※
　
　
※

仏
教
公
伝
五
五
二
年
よ
り
今
日
ま
で
千
四

百
年
余
り
の
歴
史
の
中
で
、
仏
教
が
お
よ
ぼ
し
た

文
化
的
経
済
的
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
。
し
か
し

仏
教
と
そ
の
周
辺
を
見
渡
し
た
と
き
、
比
較
的
よ

く
評
価
研
究
さ
れ
て
い
る
分
野
と
、
そ
う
で
な
い

分
野
と
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

研
究
が
進
ん
だ
分
野
と
し
て
は
、
仏
像
、
寺
院

建
築
、
襖
絵
、
庭
園
、
そ
し
て
当
然
の
こ
と
な
が

ら
経
典
、
一
宗
一
派
文
教
開
宗
さ
れ
た
祖
師
達
の

思
想
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
反
面
、
一
般
在
家
用

（
家
庭
用
）
の
仏
壇
や
荘
厳
具
と
し
て
の
仏
具
に

つ
い
て
は
あ
ま
り
研
究
が
深
め
ら
れ
て
い
な
い
よ

う
で
、
昭
和
四
十
年
代
以
降
の
各
家
庭
へ
の
め
ざ

ま
し
い
普
及
を
見
る
に
つ
け
、
不
思
議
な
感
じ
す

ら
受
け
る
。

※
　
　
※
　
　
※

大
体
以
上
の
要
旨
を
そ
の
当
時
、
私
の
感
じ
る

ま
ま
に
述
べ
た
の
だ
が
、
最
近
に
な
っ
て
矢
張
り
、

私
の
考
え
が
足
り
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

う
よ
う
に
な
っ
た
。

現
代
の
様
式
を
も
つ
在
家
用
仏
壇
の
製
作
展
開

は
、
そ
の
地
区
に
よ
っ
て
、
ま
た
宗
派
の
構
成
に

よ
っ
て
若
干
の
時
間
差
は
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
西

暦
千
八
百
年
代
天
保
年
間
あ
た
り
か
ら
広
が
っ
た

の
で
は
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
仏
教
公
伝
以
来
、

す
ぐ
に
で
も
お
仏
壇
が
あ
っ
た
の
で
は
と
、
つ
い

つ
い
思
い
た
く
な
る
の
で
す
が
、
寺
社
奉
行
管
理

下
の
も
と
ご
公
儀
（
幕
府
と
呼
び
捨
て
に
し
た
の

は
桜
田
門
外
の
変
以
降
）
の
赦
し
を
え
て
各
地
に

寺
院
が
建
立
さ
れ
、
そ
の
後
、
お
寺
に
集
う
門
徒

（
檀
家
）
の
お
内
仏
が
、
新
た
な
内
需
と
し
て
展

開
、
今
日
に
至
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
う
考
え
ま
す
と
、
長
い
仏
教
の
歴
史
の
中
で

は
、
百
数
十
年
の
伝
統
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
研

究
量
が
少
な
い
の
も
成
程
と
思
っ
た
り
も
し
て
い

ま
す
。

も
し
、
こ
の
国
が
、
神
道
だ
け
の
伝
統
し
か
な

く
、
仏
教
公
伝
が
な
か
っ
た
ら
、
と
て
も
今
日
の

よ
う
な
工
芸
国
家
と
し
て
の
隆
盛
、
そ
れ
が
各
分

野
に
及
ぼ
し
た
測
り
し
れ
な
い
影
響
力
は
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
全
宗
協
各
会
員

の
皆
様
の
ご
意
見
、
是
非
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

木本隆久氏

も
っ
と
知
ろ
う
！
お
仏
壇
の
歴
史

富
山
市
の
㈱
木
本
佛
具
店
　
木
本
　
隆
久

受験希望者の出足、順調です
申込み締め切りは8月31日です

今年の仏事コーディネーター試験

仏事コーディネーター資格
審査協会発行の『平成18
年受験のご案内』

日頃の疲れ、
飛んでけ～

神戸市での第19回通常総会翌日は、神戸市内を

めぐるオプショナルツアーと親睦ゴルフコンペで

日頃の疲れを癒した。

オプショナルツアーには11人が参加。中華料理

の昼食や明石海峡周遊クルーズなどを楽しんだ。

六甲国際ゴルフ倶楽部で行われ

た親睦ゴルフコンペには20名が

参加した。終わって理事長賞な

どが13人に贈られた。表彰式も

昼食をとりながらの和気あいあ

いだった。

親睦ゴルフコンペ成績（3位まで）

①今井浩之②佐倉弘③前田憲一

神戸市めぐりオプショナルツアー。神戸港ハーバーランドで

総
会
翌
日
は
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
と
親
睦
ゴ
ル
フゴルフコンペの表彰式

受
験
の
受
け
付
け
は
通
常
総
会

を
皮
切
り
に
始
ま
っ
た
。
受
験

申
請
書
類
を
受
け
取
る
人
の
表

情
は
緊
張
気
味
だ
っ
た
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研
修
団
（
総
団
長
＝
小
堀
賢
一

事
業
委
員
会
委
員
長
）
は
、
羽
田

空
港
出
発
の
羽
田
組
（
十
六
人
）

と
関
西
空
港
出
発
の
関
空
組
（
十

一
人
）
の
二
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
、
十
七
日
午
前
日
本
を
発
ち
、

午
後
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ホ
ー
チ
ミ
ン

市
に
着
い
た
。
こ
こ
で
航
空
便
を

乗
り
換
え
て
、
夕
刻
、
世
界
遺
産

に
な
っ
て
い
る
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡

群
観
光
の
拠
点
都
市
と
な
っ
て
い

初
の
海
外
研
修
を
無
事
終
え
て

全
宗
協
事
業
委
員
会
副
委
員
長

池
田
　
典
明

ベ
ト
ナ
ム
と

カ
ン
ボ
ジ
ア
を

め
ぐ
る
全
宗
協

初
の
海
外
研
修

を
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

研
修
に
は
二
十
七
人
と
い
う
多
く
の

方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
私
も
夫
婦

で
研
修
団
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
回
の
海
外
研
修
が
成
功
裏
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も
、
皆

様
の
熱
い
ご
支
援
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ

と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
、
ベ
ト
ナ

ム
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
国
民
あ
げ
て
国
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
エ
ネ
ル

ギ
ッ
シ
ュ
な
そ
の
姿
を
目
の
当
た
り
に

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ベ

ト
ナ
ム
の
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
で
は
、
金
倉

仏
光
堂
様
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
同
社
の

仏
壇
製
造
工
場
を
見
学
す
る
こ
と
が
で

き
、
さ
ま
ざ
ま
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
当
に
有

意
義
な
旅
だ
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。当

初
、
海
外
研
修
は
中
国
が
考
え
ら
れ

て
い
た
の
で
す
が
、
日
中
関
係
が
思
わ
し

く
な
い
こ
と
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
ベ
ト
ナ
ム
だ
け
で
な
く
、
仏

教
と
関
わ
り
の
深
い
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ア
ン

コ
ー
ル
遺
跡
群
の
観
光
も
コ
ー
ス
に
組

み
込
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

日
程
と
し
て
当
初
は
三
月
が
考
え
ら

れ
ま
し
た
。
し
か
し
三
月
は
彼
岸
の
関

係
で
避
け
る
こ
と
と
な
り
、
代
わ
っ
て

池
田
典
明
事
業
委
員
会

副
委
員
長

る
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
シ
ェ
ム
リ
ア
プ

に
到
着
し
た
。

研
修
の
旅
は
翌
十
八
日
の
ア
ン

コ
ー
ル
ト
ム
、
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ

ト
の
遺
跡
群
観
光
を
皮
切
り
に
本

格
始
動
し
た
。
翌
十
九
日
は
東
南

ア
ジ
ア
最
大
の
湖
で
あ
る
ト
レ
ン

サ
ッ
プ
湖
を
舟
で
め
ぐ
っ
た
。
ト

レ
ン
サ
ッ
プ
湖
で
は
今
も
水
上
生

活
を
す
る
人
た
ち
が
多
く
、
そ
の

〝
現
実
〞
の
姿
を
目
に
し
、
誰
も

ベ
ト
ナ
ム
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
め
ぐ
る
全
宗
協
初
の
海
外
研
修
は
四
月
十
七
日
〜
二
十
一
日
の
日
程
で

行
わ
れ
た
。
研
修
に
は
東
京
、
福
島
、
栃
木
、
神
奈
川
、
石
川
、
愛
知
、
三
重
、
富
山
、
京
都
、
滋

賀
、
福
岡
県
な
ど
全
国
各
地
か
ら
二
十
七
人
が
参
加
し
た
。「
実
り
多
く
、
有
意
義
な
旅
で
し
た
」

―
―
二
十
七
人
は
誰
も
が
口
に
し
た
。
旅
の
風
景
を
写
真
を
中
心
に
紹
介
す
る
。

18日午前、研修の旅が本格始動。バスでアンコール
遺跡群に向かう

アンコールワット（向こうに見える塔）を背に、カ
ンボジアの僧侶にも加わってもらい記念の1枚。カ
ンボジア僧は快く応じてくれた

アンコールワットの壁面に彫られた彫刻の説明に耳
を傾ける

アンコール遺跡群見学を終えて、木陰で一休み。果
物を売るカンボジア女性（左から3人目）を囲んで

夜はカンボジアの民俗舞踊を楽しんだ

トレンサップ湖を舟でめぐる

水上生活をする人たちの家、家。27人が乗る
船に向かって少年が“タライ舟”を漕いで近
寄ってきた。少年は船縁につかまり、声をあ
げて物をねだった。その姿には心が痛んだ

アンコール遺跡群は9世紀から15世紀にかけイ
ンドシナ一帯を制圧したクメール王朝の首都
跡。城壁に囲まれた巨大なアンコールトムの石
造りの建造物は圧巻だった

実
り
多
く
、
有
意
義
な
旅
で
し
た

全
宗
協
初
の
海
外
研
修
に
二
十
七
人
が
参
加-

仏
壇
製
造
工
場
や
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
を
見
学

！！



組
と
関
空
組
の
二
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
ホ
ー
チ
ミ
ン
を
発
ち
、
二
十

一
日
早
朝
に
帰
国
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
五

月
〜
十
月
が
雨
季
。
そ
の
直
前
の

四
月
頃
が
一
番
暑
い
。
連
日
三
十

度
を
超
す
〝
猛
暑
〞
だ
っ
た
が
、

二
十
七
人
は
疲
れ
も
見
せ
ず
、
経

済
復
興
と
生
活
向
上
に
国
を
あ
げ

て
取
り
組
む
二
つ
の
国
の
風
光
を

目
に
焼
き
付
け
た
。
中
で
も
仏
壇

製
造
工
場
の
見
学
は
有
意
義
だ
っ

た
と
い
う
人
た
ち
が
多
く
、「
大
変

勉
強
に
な
っ
た
。
物
づ
く
り
に
つ

い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
」
と
い
う

声
や
、「
来
年
以
降
も
海
外
研
修
は

継
続
し
て
実
施
し
た
ら
ど
う
だ
ろ

う
か
」
と
い
う
意
見
が
聞
か
れ
た
。
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五
月
案
が
出
た
の
で
す
が
、
現
地
は
五

月
か
ら
雨
季
に
入
り
ま
す
の
で
適
当
で

な
い
と
な
り
、
結
局
三
月
と
五
月
の
中

間
を
と
っ
て
四
月
と
な
り
ま
し
た
。

ご
存
知
の
よ
う
に
、
ベ
ト
ナ
ム
と
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
両
国
は
悲
惨
な
歴
史
を
持

っ
て
い
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
で
は
あ
の
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
が
あ
り
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で

は
ポ
ル
・
ポ
ト
政
権
に
よ
る
虐
殺
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
傷
は
今
も
色
濃

く
残
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
ガ
イ
ド

を
つ
と
め
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
男
性
は
「
私

の
父
は
ポ
ル
・
ポ
ト
政
権
に
よ
っ
て
虐

殺
さ
れ
ま
し
た
」
と
私
た
ち
に
話
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
言
葉
に
は
心
が

痛
み
ま
し
た
。
そ
し
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

ト
レ
ン
サ
ッ
プ
湖
で
は
水
上
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
多
く
の
人
た
ち
を

目
に
し
、
日
本
の
豊
か
さ
を
改
め
て
実

感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

仏
壇
製
造
工
場
見
学
で
は
、
金
倉
社

長
様
が
一
日
中
私
た
ち
に
付
き
添
っ
て

説
明
に
あ
た
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
も
感
激
致
し
ま
し
た
。

研
修
の
旅
は
、
羽
田
空
港
組
（
十
六

人
）
と
関
西
空
港
組
（
十
一
人
）
の
二

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
日
本
を
発
ち
、

現
地
で
合
流
し
ま
し
た
。
帰
り
も
二
グ

ル
ー
プ
が
別
便
だ
っ
た
の
で
す
が
、
研

修
に
参
加
さ
れ
た
方
々
は
、
指
定
さ
れ

た
集
合
時
間
に
は
ピ
タ
ッ
と
お
集
ま
り

に
な
る
な
ど
、
お
一
人
お
一
人
が
心
を

配
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

有
意
義
な
旅
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、

和
気
あ
い
あ
い
の
旅
で
も
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
旅
は
長
く
皆
さ
ん
の
心
に
残

る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ホーチミン市の金倉仏光堂の仏壇製造工場では、大きな歓迎の幕で27人を迎えてく
れた。後列右から4人目が金倉光治社長

仏
壇
製
造
工
場
を
熱
心
に
見
学

一
心
不
乱
に
仏
壇
づ
く
り
に
取
り
組
む
ベ
ト
ナ
ム
の
人
た
ち
。
工
場
で
は
４
９
０
人

が
働
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た

ベトナム人従業員の取りまとめ役をしている女性責任者
のリュー・クエ・チャオさん（中央）。左は金倉光治社長

ホーチミン市の観光名物の一つはバイクが多
いことだ。どの通りも、日本人はとても怖く
て向こうに渡れないほどの流れだった

帰国を前に金倉社長を囲みホーチミン市で。右か
ら2人目が金倉社長、3人目が総団長の小堀賢一氏

が
日
本
の
豊
か
さ
を
改
め
て
実
感

し
た
様
子
だ
っ
た
。

ト
レ
ン
サ
ッ
プ
湖
め
ぐ
り
を
終

え
た
あ
と
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
に
飛

び
、
こ
こ
で
一
泊
し
、
翌
二
十
日

に
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
に
あ
る
金
倉
仏

光
堂
（
香
川
県
高
松
市
、
金
倉
光

治
代
表
取
締
役
社
長
）
の
仏
壇
製

造
工
場
を
見
学
。
仏
壇
製
造
工
場

に
隣
接
し
て
い
る
靴
製
造
工
場
も

併
せ
て
見
学
し
た
。
こ
の
靴
工
場

で
は
現
地
の
女
性
た
ち
六
千
人
が

働
い
て
い
た
。

こ
の
後
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
最
大
の

ベ
ン
タ
ン
市
場
な
ど
を
散
策
。
そ

し
て
金
倉
仏
光
堂
の
金
倉
社
長
を

囲
ん
で
の
夕
食
会
。
終
わ
っ
て
夜

遅
く
の
ベ
ト
ナ
ム
航
空
で
、
羽
田

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の
街
角
で
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去
る
四
月
十
七
日
か
ら
二
十
一
日
ま

で
全
宗
協
初
の
海
外
研
修
と
し
て
実
施

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
・

ベ
ト
ナ
ム
コ
ー
ス
を
主
人
と
二
人
で
参

加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
前
々
か
ら
ア

ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
も
ベ
ト
ナ
ム
も
是
非

行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
所
で
し

た
。
主
人
は
す
で
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
も
ベ

ト
ナ
ム
も
訪
問
済
み
で
、「
今
回
の
研

修
旅
行
も
そ
の
時
の
コ
ー
ス
と
よ
く
似

て
い
る
し
な
あ
」
と
あ
ま
り
乗
り
気
で

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
渋
り
が
ち
の
主

人
に
頼
み
込
ん
で
連
れ
て
行
っ
て
も
ら

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
夫
婦
は
関
西
空
港
組
の
皆
様

と
ご
一
緒
で
し
た
。
お
顔
見
知
り
の
方

も
あ
れ
ば
初
対
面
と
い
う
方
も
あ
っ

て
、
飛
行
機
に
乗
る
前
か
ら
い
つ
も
の

家
族
旅
行
と
は
違
う
雰
囲
気
に
、
少
し

ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
の
ホ

ー
チ
ミ
ン
で
成
田
組
の
方
と
合
流
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
が
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
へ
の
乗
り
継
ぎ
の
飛
行
機
も
別
便
で

し
た
の
で
、
結
局
お
出
会
い
出
来
た
の

は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
シ
ェ
ム
リ
ア
プ
に
到

着
し
て
か
ら
で
し
た
。
こ
う
い
う
海
外

で
の
現
地
合
流
と
い
う
の
は
な
か
な
か

楽
し
い
気
分
の
も
の
で
し
た
（
私
達
を

お
世
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
は
さ
ぞ

大
変
だ
っ
た
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
）。

い
つ
ま
で
も
寒
か
っ
た
日
本
列
島
か

ら
気
温
三
十
五
度
〜
四
十
度
の
地
へ
降

り
立
っ
た
私
た
ち
は
、
入
国
審
査
を
待

つ
間
、
す
で
に
汗
だ
く
で
し
た
。
ク
ー

ラ
ー
も
無
く
、
ト
タ
ン
屋
根
の
天
井
で

申
し
訳
な
さ
そ
う
に
扇
風
機
の
大
き
な

羽
根
が
ゆ
っ
く
り
回
っ
て
い
ま
し
た
。

バ
ス
に
乗
り
換
え
て
着
い
た
ホ
テ
ル

は
、
町
に
は
不
似
合
い
な
ほ
ど
立
派
な

建
物
で
し
た
。
以
前
主
人
が
来
た
と
き

か
ら
は
驚
く
ほ
ど
の
変
貌
ぶ
り
だ
そ
う

で
す
。

あ
く
る
日
か
ら
の
ア
ン
コ
ー
ル
ト

ム
、
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
の
観
光
は
、

暑
さ
の
中
で
ま
る
で
「
行
」
の
よ
う
で

し
た
が
、
現
地
ガ
イ
ド
の
一
見
タ
イ
ガ

ー
・
ウ
ッ
ズ
の
よ
う
な
お
兄
さ
ん
の
流

暢
な
日
本
語
と
親
切
な
案
内
で
、
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
に
歴
史
遺
産
の

中
を
歩
き
ま
し
た
。
時
代
を
考
え
ま
す

と
、「
よ
く
ぞ
こ
の
よ
う
な
も
の
が
こ

の
場
所
に
出
来
た
も
ん
や
な
あ
」
と
感

心
す
る
ば
か
り
で
し
た
。
信
仰
と
政
治

の
狭
間
で
壊
さ
れ
た
り
造
り
直
さ
れ
た

り
、
時
代
の
変
遷
の
跡
が
見
え
、
戦
渦

を
潜
り
抜
け
て
現
在
も
存
在
し
続
け
る

そ
の
威
容
は
、
言
葉
で
は
語
れ
な
い
も

の
を
感
じ
ま
し
た
。
歩
く
、
登
る
…
…
。

登
っ
た
後
は
勿
論
で
す
が
下
り
ま
す
。

「
足
腰
の
元
気
な
間
に
来
れ
て
よ
か
っ

た
な
」
と
思
い
ま
し
た
が
、
周
り
の
先

輩
方
が
少
し
も
弱
音
を
吐
か
れ
な
い
の

に
は
感
服
し
ま
し
た
。

現
地
は
雨
季
の
直
前
で
一
番
水
の
少

な
い
時
期
で
し
た
。
東
南
ア
ジ
ア
最
大

の
湖
と
い
わ
れ
る
ト
レ
ン
サ
ッ
プ
湖
も

三
分
の
一
の
大
き
さ
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
湖
ま
で
は
普
段
は
湖
の
底
と
い
う

筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
ほ
ど
の
で
こ
ぼ

こ
道
を
バ
ス
で1

時
間
。
そ
し
て
、
ス

ク
リ
ュ
ー
が
水
面
か
ら
出
て
川
底
の
ド

ロ
を
飛
ば
し
な
が
ら
何
と
か
湖
ま
で
出

る
と
、
そ
こ
に
は
水
上
生
活
者
の
船
と

い
い
ま
す
か
、
水
上
住
宅
が
た
く
さ
ん

あ
り
、
生
活
排
水
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

に
お
い
が
湖
上
を
覆
っ
て
い
ま
し
た
。

途
中
で
見
た
道
沿
い
の
現
地
の
人
達
の

生
活
や
、
私
達
の
船
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
桶
の
舟
を
漕
ぎ
つ
け
て
物
乞
い
す
る

子
供
た
ち
。
三
百
万
人
と
い
わ
れ
る
ベ

ト
ナ
ム
難
民
の
、
生
き
る
だ
け
で
精
一

杯
の
姿
を
見
て
、
少
な
か
ら
ず
カ
ル
チ

ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

私
達
の
ガ
イ
ド
を
つ
と
め
た
カ
ン
ボ

ジ
ア
男
性
の
お
父
さ
ん
は
警
察
官
だ
っ

た
そ
う
で
す
が
、
彼
が
二
歳
の
と
き
に

ポ
ル
・
ポ
ト
派
の
虐
殺
で
亡
く
な
っ
た

と
、
話
し
て
お
り
ま
し
た
。
今
も
そ
の

言
葉
が
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
ト
レ
ン

サ
ッ
プ
湖
か
ら
シ
ェ
ム
リ
ア
プ
に
戻
り

市
場
を
見
学
し
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
も

日
本
の
生
活
の
水
準
の
高
さ
を
改
め
て

実
感
し
ま
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
の
ホ
ー
チ
ミ
ン
で
は
小

堀
団
長
ご
夫
妻
と
金
倉
仏
光
堂
の
金

倉
社
長
と
合
流
し
、
賑
や
か
に
会
食
。

こ
の
頃
に
は
皆
さ
ん
ど
な
た
も
が
打

ち
解
け
て
本
当
に
和
や
か
で
、
楽
し

い
仲
間
の
会
の
よ
う
で
し
た
。
金
倉

社
長
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
仏
壇
製
造

工
場
ば
か
り
で
な
く
靴
製
造
工
場
も
見

学
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
も
の
す
ご
い

人
数
の
現
地
ベ
ト
ナ
ム
の
女
性
た
ち
が

ズ
ラ
リ
と
並
ん
で
作
業
を
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
様
子
を
見
た
と
き
は
、
戦
後
、

彦
根
で
カ
ネ
ボ
ウ
、
近
江
絹
糸
な
ど
の

紡
績
工
場
へ
沢
山
の
女
性
達
が
集
団
就

職
で
働
き
に
来
て
お
ら
れ
た
こ
と
を
思

い
出
し
、
何
か
い
つ
の
時
代
も
国
の
復

興
の
礎
（
い
し
ず
え
）
は
女
性
な
の
か

も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
こ
と
で
し
た
。

そ
ん
な
こ
ん
な
で
私
に
と
っ
て
こ
の

度
の
研
修
旅
行
は
、
非
常
に
収
穫
の
多

い
旅
と
な
り
ま
し
た
。
私
の
体
を
突
き

動
か
し
た
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
、
そ

し
て
な
に
よ
り
ご
参
加
の
皆
様
と
の
楽

し
い
心
の
通
い
合
う
ご
縁
を
頂
け
た
こ

と
、
帰
り
の
ホ
ー
チ
ミ
ン
の
空
港
で
成

田
組
の
皆
様
と
の
お
別
れ
が
本
当
に
お

名
残
惜
し
く
感
じ
ら
れ
た
も
の
で
し

た
。ま

た
次
の
機
会
に
も
是
非
参
加
さ
せ

て
頂
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
最
後

に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
海
外
研
旅
を

企
画
実
施
し
て
い
た
だ
い
た
全
宗
協
の

事
業
委
員
会
と
、
関
西
組
を
最
後
ま
で

お
世
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
池
田
事
業
委

員
会
副
委
員
長
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

全
宗
協
海
外
研
修
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

滋
賀
県
彦
根
市

㈱
永
樂
屋
　
宮
川
富
子

宮川富子さん

事務局からのお知らせ

1. 新しい名簿を作成しました。７月上旬にお送りします。
今回から、主な業態とE-mailアドレスを新たに編入れました。

2. 皆さんの投稿をお待ちしています。
会報18年３月号から投稿欄を設けました。仕事に関する提案や
意見、趣味やスポーツなどのエッセイ、本紙へのご感想、短歌・
俳句・川柳などを募集しています。
紙面の主なものは、「わが社のイチオシ（新商品紹介）」「そよ風」

「ひろば」「頑張ってます」などです。原稿にご自身のカラー写真
１枚を添えてお送りください。
3. 賦課金、その他全宗協への振込先は右の通りです。お間違えのな
いように！

口座名：「全日本宗教用具協同組合」
三菱東京UFJ銀行銀座通支店（普）189695
みずほ銀行銀座通支店（普）2088398
郵便振替　00100‐4‐717976

4. 経済産業省及び全国中央会から次の通知がありました。
（1）PSEマークを付する際に必要な自主検査に対する支援について
（2）平成18年度官公需業種別受注対策事業実施組合の募集について
（3）障害者雇用の一層の推進に関する要請について
（4）高年齢者雇用安定法の改正について（65歳までの雇用確保）
（5）平成18年度組合等中小企業連携組織指導事業「個別専門指導

事業」「組合コンサルタント指導事業」について
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知恵とアイデアを絞ったわが社の
“イチオシ商品”をご覧下さい。お
問い合せは直接当社にお寄せ下さ
い。お待ちしております。直ちにお
応えします。数字は参考上代です。
なお、今回は卸売業49社に呼びか
けました。次回は別の業態のお店に
お声をかけます。

●ペット仏具『Woody・ウッデー』セット
埼玉県川口市上青木1‐7‐4
㈲川本商店
電話 048‐254‐2222

ペットを対象としたものですので、あまり
仏具ということ感じさせないようなデザイ
ンを考えました。木目を活かして、暖かく、
そしてモダンをコンセプトにした商品です。
ダークブラウンとライトブラウンの2色があ
ります。価格は税込み3,003円

●『お線香・天華』
名古屋市中区松原2‐9‐5
㈲三清本店
電話 052‐321‐2866

優雅なローズを基調とした
心を和らげる癒しのヒーリ
ング。現代感覚に合わせた
微煙、微香タイプのお線香です。ポプリ天華ロ
ーズの姉妹品として天華シリーズも発売してい
ます。価格は税抜きで￥プリ天華バラ（大）
1300円、銅バラ（小）750円。

●『屋久杉総練志恩南天障子オープン仕上げ』
香川県高松市東ハゼ町13‐1
ずゞや㈱
電話 087‐865‐2333

樹齢1000年以上の銘木屋久杉。そ
の中でも木目が美しい孔雀杢を使
用した国産仏壇です。ほかに黒丹、
本紫丹、本ケヤキもあります。価
格は税抜き6,900,000円。

●『セーヌ20号』
静岡市駿河区丸子赤目ケ谷
6288‐1
㈱丸玄工芸
電話 054‐257‐5555

楡柾目ムクの置き須弥壇（取り外
し可）です。須弥壇の裏に隠し引
き出しがあります。模様は木象嵌、
LEDD。ライト付き。扉にマグネ
ットが埋め込んであります。価格
は税込み26,250円。

●『会津金虫喰塗背高仏膳椀』
福島県会津若松市インター西56‐4
㈱小野屋漆器店
電話 0242‐24‐4040

江戸時代より刀の鞘塗りとして会津で発展した技法
です。漆を塗った上に籾殻を付着し、乾燥後、籾殻
を落として虫喰模様をつくり、銀粉を蒔き、その上
に透き漆を塗り砥ぎ出して仕上げます。虫喰模様が
深みのある美しい金
色に輝き、黒漆と独
特の色相を醸し出し
ます。高月、茶台、り
ん台などとのセット
も可能です。価格は６
寸５分（6.5寸）税込
み77,280円。

●『仏花』
大阪市中央区
東心斎橋2丁目5番13号
㈱武部元吉商店
電話 06‐6211‐6046

ブリザーブドフラワーで仏花を造
ることにより、お水をあげなくて
も枯れず、生花が飾れない納骨堂
でも飾ることができ、1年以上、
生のお花のように楽しめます。
消費税込み6,300円（花の大小で
上代も上下します） ●『極品・薫翠』

東京都中央区日本橋小網町11-6

㈱こもりコーポレーション
電話 03-3666-8886

奥野晴明堂8代目当主である
現代の匠「沈香屋久次郎」が、
280年の歴史と積年の思いを胸
に、精魂を込めて調香し、新た
な世に問う極品のかおりです。
選りすぐり、時をかけて育んだ
深くまろやかな沈香のかおり。
清楚で心にしみる香りは、悠久
の時を思わせ、例えるならば現
代の“わび”“さび”と言えます。
いずれも税抜きで大は5,000円、
中は3,000円、小は1,500円。

メモリアルプレート
文字彫刻可能
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▽
全
宗
協
初
の
海
外
研
修
の
参
加
者
は
二
十
七
人
を
数
え
た
。
当
初
は
「
十
五

人
前
後
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
観
測
も
流
れ
た
が
、
フ
タ
を
開
け
て
み
る
と
、
三

十
人
に
な
ん
な
ん
と
い
う
研
修
団
に
膨
れ
あ
が
っ
た
。「
こ
れ
ほ
ど
の
参
加
者
が

あ
ろ
う
と
は
」
と
い
う
、
驚
き
に
も
似
た
声
が
組
合
員
の
間
に
起
き
た
ほ
ど
の

〝
大
人
数
〞
と
な
っ
た
。

▽
そ
の
背
景
は
何
な
の
だ
ろ
う
。
直
接
的
に
は
、
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
と
い
う

世
界
有
数
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
に
あ
る
仏
壇
製

造
工
場
見
学
の
二
つ
が
コ
ー
ス
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
大
き
な
誘
因
と

考
え
ら
れ
る
が
、
も
う
少
し
言
う
な
ら
ば
、
今
の
全
宗
協
の
〝
力
〞
が
こ
の
二

十
七
人
と
い
う
数
字
に
表
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

▽
仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
資
格
制
度
の
導
入
に
続
き
、
今
、
全
宗
協
で
は

「
青
年
部
・
女
性
部
の
創
設
」
な
ど
が
具
体
化
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
ひ
と
こ

と
で
言
う
な
ら
〝
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
全
宗
協
へ
〞
と
変
貌
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
。

加
え
て
組
合
員
の
増
強
も
著
し
い
も
の
が
あ
る
。
そ
う
し
た
パ
ワ
フ
ル
な
動
き

が
、
今
回
の
海
外
研
修
に
多
く
の
組
合
員
を
呼
び
込
ん
だ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

▽
参
加
者
は
誰
も
が
「
様
々
に
知
る
こ
と
が
で
き
有
意
義
だ
っ
た
」
と
口
を
そ

ろ
え
る
。
ベ
ト
ナ
ム
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
い
う
悲
惨
な
歴
史
に
翻
弄
さ
れ
た
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
も
ま
た
、長
い
内
戦
と
ポ
ル
・
ポ
ト
派
に
よ
る
虐
殺
の
歴
史
を
持
つ
。

経
済
は
目
に
見
え
て
復
興
し
て
い
る
と
は
い
え
、
日
本
と
比
べ
れ
ば
ま
だ
ま
だ

で
あ
り
、
人
々
は
貧
し
い
。
私
達
日
本
人
は
そ
う
し
た
人
達
と
〝
同
時
代
〞
を
生

き
て
い
る
。
今
回
の
旅
は
改
め
て
そ
の
点
を
気
付
か
せ
て
く
れ
も
し
た
。

▽
海
外
研
修
が
成
功
裏
に
終
わ
っ
た
数
日
後
、「
食
」
に
関
す
る
記
者
発
表
会
を

聞
く
機
会
が
あ
っ
た
。
来
年
四
月
に
東
京
で
第
一
回
の
『
グ
ル
メ
＆
ダ
イ
ニ
ン

グ
ス
タ
イ
ル
シ
ョ
ー
二
〇
〇
七
』
を
開
く
と
い
う
。
そ
の
記
者
発
表
会
で
あ
っ

た
。
こ
の
シ
ョ
ー
は
〝
プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ー
ド
と
食
の
新
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
発

見
と
創
造
〞
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。

▽
仏
壇
仏
具
業
界
と
は
直
接
結
び
つ
か
な
い
「
食
」
の
記
者
発
表
会
を
聞
い
て

み
よ
う
と
思
っ
た
の
は
、
発
表
会
の
雰
囲
気
を
知
り
た
い
と
考
え
た
か
ら
だ
。

会
場
は
百
人
を
超
す
雑
誌
編
集
者
や
カ
メ
ラ
マ
ン
ら
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。「
食
」

の
市
場
は
七
十
四
兆
円
と
い
わ
れ
る
。
市
場
の
大
き
さ
は
と
も
か
く
と
し
て
、

第
一
回
の
シ
ョ
ー
は
、
こ
の
発
表
会
に
集
ま
っ
た
人
達
に
よ
っ
て
、
パ
ッ
と
世

の
中
に
〝
宣
伝
〞
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

▽
こ
れ
か
ら
全
宗
協
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
化
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
世
の

人
々
に
全
宗
協
の
活
動
の
有
様
を
発
信
し
て
ゆ
く
に
は
、
活
字
や
映
像
メ
デ
ィ

ア
を
上
手
く
利
用
す
る
こ
と
が
も
っ
と
考
え
ら
れ
て
よ
い
よ
う
に
思
え
て
な
ら

な
い
。
業
界
内
部
に
向
け
て
の
情
報
発
信
だ
け
で
は
も
う
通
用
し
な
い
時
代
で

あ
る
。「
食
」
の
記
者
発
表
会
の
会
場
の
片
隅
で
、
そ
ん
な
こ
と
が
し
き
り
に
思

わ
れ
た
。

地区名 逝去日 組合員 逝去者

東海地区 18年５月１日 堀内木工㈱ ご母堂恵美子様 享年68歳

訃 報

中
国
地
区
の
現
状
を
言
い
ま

す
と
、
岡
山
・
山
口
・
鳥
取
・

島
根
地
区
の
加
盟
店
は
散
ら
ば

っ
て
お
り
、
そ
の
地
域
に
は
同

業
者
の
組
合
も
無
く
、
社
会
環

境
や
情
報
交
換
等
全
宗
協
に
期

待
さ
れ
る
こ
と
は
多
々
あ
り
ま

す
。ま

た
、
広
島
市
に
は
多
く
の

会
員
が
い
ま
す
。
ご
存
知
の
よ

う
に
広
島
市
は
仏
壇
の
伝
統
的

工
芸
品
の
産
地
で
あ
り
、
そ
の

組
合
と
し
て
広
島
宗
教
用
具
商

工
協
同
組
合
と
、
広
島
卸
商
組

合
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。
以
前

は
多
く
の
方
が
全
宗
協
に
入
会

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
残
念
な

が
ら
退
会
さ
れ
た
方
も
数
名
お

り
ま
す
。

昨
年
十
月
二
十
六
日
・
二
十

七
日
と
島
根
県
益
田
市
の
㈱
ひ

ょ
う
ま
の
本
井
さ
ん
の
お
世
話

で
一
泊
二
日
の
地
区
大
会
を
行

い
ま
し
た
。
少
人
数
で
し
た
が
、

中
国
地
区
の
総
会
・
お
寺
さ
ん

の
講
演
と
夜
の
懇
親
会
、
翌
日

は
ゴ
ル
フ
と
楽
し
く
有
意
義
に

過
ご
し
ま
し
た
。

年
に
一
回
の
地
区
会
で
す
が
、

以
前
か
ら
気
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
全
宗
協
に
入
会
さ

れ1

度
も
会
っ
て
い
な
い
会
員
の

方
や
、
会
わ
な
い
う
ち
に
退
会

さ
れ
た
方
が
お
ら
れ
る
こ
と
に
、

地
区
長
と
し
て
改
め
て
反
省
し

て
い
ま
す
。

地
区
会
で
は
全
宗
協
加
盟
店

へ
の
メ
リ
ッ
ト
や
意
義
が
よ
く

問
わ
れ
ま
す
。
特
に
仏
壇
・
仏

具
の
専
門
店
と
し
て
の
立
場
か

ら
の
意
見
が
多
く
あ
り
、
最
近

加
盟
し
て
よ
か
っ
た
全
宗
協
を
目
指
し
て

中
国
地
区
か
ら
の
報
告
　
中
国
地
区
協
議
会
会
長
　
高
山
　
正

高山　正氏

の
全
宗
協
の
活
動
で
、
国
産
仏

壇
の
統
一
表
示
、
仏
事
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
、「
日
々
感
謝
」
の

ポ
ス
タ
ー
・
シ
ー
ル
作
成
等
は
、

社
会
環
境
の
変
化
に
対
し
て
宗

教
用
具
を
扱
う
専
門
店
と
し
て

評
価
さ
れ
ま
す
。

他
方
で
専
門
店
と
し
て
の
位

置
づ
け
に
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が

出
て
い
ま
す
。
仏
壇
・
仏
具
の

専
門
店
か
ら
墓
石
や
葬
儀
も
加

わ
っ
て
い
る
の
も
事
実
で
す
し
、

そ
の
逆
も
あ
り
ま
す
。
会
員
拡

大
に
対
し
て
今
一
度
工
夫
が
い

る
意
見
も
出
て
い
ま
す
。

仏
教
離
れ
・
人
口
の
減
少
等

取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
な
り
、

専
門
店
と
し
て
の
生
き
残
り
を

か
け
て
や
っ
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

加
盟
し
て
よ
か
っ
た
全
宗
協

に
向
か
っ
て
中
国
地
区
も
積
極

的
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

新
し
い
組
合
員
も
各
地
区
協
議
会
活
動
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
！

全
宗
協
の
組
織
は
、
全
国
九
つ
の
地
区
協
議
会

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
各
組
合
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
地
区
協
議
会

に
所
属
し
、
地
区
会
員
と
し
て
事
業
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
地
区
全
体
会
議
及
び
研
修
会
等
に
積

極
的
に
参
加
さ
れ
、
よ
り
一
層
組
合
事
業
の
推
進

に
協
力
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
理
事
長
、
各
地
区
協
議
会
会
長
よ
り
）


